
 考　　　　　　　備 容　　　　　　　内 目　項　査　調

ｂ）計量タイプの選
定 

 ● フレキシブルコンテナ充填用スケールには
ホッパースケールタイプと台はかりタイプ
とがあり、能力・設置条件などより決定し
てください。 

 ● 処理能力は粉体物性充填量およびご希望の
精度の要因によって異なりますので当社に
問合せ願います。 

 ● フレキシブルコンテナ充填用スケールの計
量管理上の必要な項目を左表でチェックし
てください。 

 ● できればプロセスでの使用状態の粉粒体で
もって物性を測定してください。 
 ● 万一粉粒体の測定が困難な場合は、当社へ
テストサンプルを送付して頂ければ、測定
を行ない、物性データの提出をさせて頂き
ます。 

 ● NOR.はフレキシブルコンテナの充填重量
で、スケールの常用測定重量に対応します。 

 ● MAX.はNOR./0.8～0.95の整数値に選定し
てください。 

ｃ）充填量（常用測
定重量）の確認 

ｅ）ご希望の充填処
理能力（Qt/h） 

ｆ）充填物（粉粒体）
の物性確認 

ｇ）計量管理上のご
希望項目 

ｄ）ご希望の精度（カ
ットオフ精度） 

ａ）台　　　　　数 台 

ホッパースケールタイプ 

台はかりタイプ 

± ㎏ 

充　填　量　NOR. ㎏ 

MAX. ㎏ 

品　　　名 

か さ 密 度 

安　息　角 

粒 度 と 
粒 度 分 布 

水　　　分 

温　　　度 

粒 子 形 状 

Q（t/h）＝ ㎏× B/h

充  填  量 計量回数 

性 　 　 状  
付着性・架橋性・噴流性・摩耗性 
吸湿性・潮解性・帯電性・発塵性 
爆発性・劇毒性 

チ  ェ  ッ  ク  項  目 

表
示
ま
た
は
記
録
 

警
報
ま
た
は
発
信
 

そ
の
他
 

要　 否 

充 填 量 の 表 示  
（毎回重量表示） 

充 填 量 の 記 録  
（毎回重量記録） 

設定所定量の過不足
表示 

所 定 量 前 発 信  

毎回重量値の発信 

設 置 場 所  

過不足量の上・下限
発信 

有 
無 

有 
無 

有 
無 

有 
無 

有 
無 

有 
無 

現　　場 
遠　　隔 
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ｈ）フレキシブル 
　　コンテナバッグ 

ｉ）パレット使用の
有無 

ｍ）受給空気源の有
無 

ｐ）計重機設置スペ
ース 

ｋ）計重機までの被
計重物の供給方
法 

 ● フレキシブルコンテナバッグの図面があれ
ば提出願います。 
 ● 充填前に袋膨らましの必要性の有無につい
て明記ください。 

 ● パレットを使用しない場合、当社ではスラ
ットコンベヤにて直接搬送を行なっていま
す。 

 ● 省力化形では袋の取付けから取外しまでの
作業を１～２名で行なえます。 

 ● 空気源なき場合は当方でベビコンを見積範
囲に含めます。 

 ● 周囲雰囲気により使用電気部品の気密対策
は考慮致します。 

 ● 当方施工の場合はできるだけ現場状況を詳
細に知らせてください。 

 ● 特に高さ関係を明確に願います。 

 ● 貴方供給方法と計重機との取合方法は粉体
の性状を良く把握し、最適な方法で接続し
なければ、計重機の能力を十分に発揮する
事はできませんので当社にご相談ください。 

ｊ）作 業 人 員 

ｌ）受 給 電 源 

ｎ）設 置 場 所 

ｑ）支給品の有無 

ｒ）見積工事範囲 

ｏ）周 囲 条 件 

 ㎜ 径胴　法　寸

 ㎜ 長胴

 ㎜ 径口

 ㎜ 長口

㎜ 

 所カ 数所カり吊肩

総  容  積  

 ㎜ 法寸口出

名 

自　長 ㎏± ㎏ 
バラツキ 

自　重 ㎏± ㎏ 
バラツキ 

寸　法 × × 

内ポリ袋の有無 

パレット使用の場合 

長さ 
フォーク側 

幅 高さ 

１）貯槽の場合 

型　　式 

２）フィーダの場合 

㎏/ G

V Hz動力用　 AC

V Hz計装用 AC

屋外・半屋外・屋内・高所・構内・海岸 

できるだけ図面で表記願います。 

モータ等その他明記願います。 

中間配線工事　含・不含 
据 付 工 事　含・不含 

℃ 温　度 ～ 

％ 湿　度 

μ 振　動　振幅 

種危険場所 防　爆　第 

Hz周期 



■本体部構成と名称

ホッパースケールタイプ
（NET計量方式）

台秤タイプ
（GROSS計量方式）

名称

①供給装置　②ロードセル　③計量ホッパー
④排出装置　⑤切換弁　⑥ブロワー
⑦昇降装置および昇降枠　⑧充填シュート
⑨袋クランプ装置　⑩肩吊り装置
⑪パレットマガジン　⑫空袋
⑬搬入・充填コンベヤ　⑭搬出コンベヤ
⑮制御盤　

名称

①供給装置　②切換弁　③ブロワー
④架台　⑤昇降装置および昇降枠　
⑥充填シュート　⑦肩吊り装置　
⑧袋クランプ装置　⑨パレットマガジン
⑩空袋　⑪搬入コンベヤ　⑫充填コンベヤ
⑬ロードセル　⑭台秤　⑮搬出コンベヤ
⑯制御盤　

■各種オプションと特長

供給・排出装置

金属検出機

肩吊り装置、袋クランプ装置

袋ふくらまし装置
および切換弁

袋・パレット
搬送装置

チェック台秤

制御装置粒体から微粉体にいたる広範囲の紛体性状に対し、その供給操作に適し
た各種の供給、排出、攪拌装置を準備し、どのような紛体でも安定した処
理ができます。

供給装置例　空気作動カットオフゲート/各種スクリューフィーダー/
　　　　　　電磁フィーダー/ディスクフィーダー/ロータリフィーダー等

最終製品の品質管理、金属片混入による設備機械損傷に縦型シュートタ
イプの金属検出機をご活用ください。

昇降装置
電動（または空気）式昇降機を採用されますと、袋の装着、クランプ
などのハンドリング動作は昇降枠が作業に適正な位置まで下降し
た状態で行いますので、充填作業が簡単にできます。

手動式と自動式があり、自動式を採用されますと、取り付け
は手動操作となりますが、取り外しはエアーシリンダーによ
り自動取り外しが可能となります。

充填時の袋の安定および充填効率の増加、そして内袋の破損防止と
外袋との密着を目的とした袋ふくらまし装置および充填時の換気集じ
んを効率化するオート切換弁。

省力化、前後ラインとの接続方法などにより、各種のコンベヤライン
の採用が可能です。

コンベヤ例　パレットマガジン/各種チェーンコンベヤ/
　　　　　　ローラーコンベヤ/ベルトコンベヤ/スラットコンベヤ

充填後の内容量チェックのため、チェック台秤の設置が可能です。
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